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申間選挙て大はじ屹瘍べり鱚蘊

米
国
●
格
差
問
題
を
考
え
る

「２‐
世
紀
の
資
本
論
」
の
核
心
と
問
題
点

世
界
的
な
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
フ
ラ
ン
ス
の
経
済
学
者
ト
マ
・
ピ
ケ
ツ
テ
イ
の

「２‐
世
紀
の
資
本
論
」
に
関
し
て

は
、
米
国
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
間
で
も
議
論
が
盛
ん
だ
。
格
差
拡
大
問
題
が
話
題
を
呼
ぶ

一
方
で
、
格
差
の
抑
制
政
策
に

積
極
的
な
リ
ベ
ラ
ル
派
は
中
間
選
挙
で
大
敗
し
た
。
そ
の
背
景
を
考
え
る
。

二
つ
の
中
核
命
題

近
々
日
本
語
訳
も
出
版
さ
れ
る
と
い
う

ト
マ
・
ピ
ケ
ツ
テ
イ
の

「２‐
世
紀
の
資
本

払Ｐ

（邦
題

「２‐
世
紀
の
資
本
し

は
米
国

の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
は
言
う
に
及
ば
ず
、　
一

般
イ
ン
テ
リ
読
者
層
の
間
で
も
話
題
に
な

っ
て
い
る
。
筆
者
が
Ｈ
月
に
参
加
し
た
ワ

シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
で
の
全
米
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

会
合
で
も
話
題
と
な
り
、
現
代
の
経
済
的

格
差
拡
大
を
説
明
す
る
上
で
ピ
ケ
ッ
テ
イ

の
主
張
の
有
効
性
や
限
界
が
議
論
さ
れ
た
。

私
が
理
解
し
た
範
囲
で
、
ま
ず
ピ
ケ
ッ

テ
ィ
の
主
張
の
核
心
と
問
題
点
を
論
じ
て

み
よ
う
。

「
２‐
世
紀

の
資
本
論
」
は
英
語
版

で

７
０
０
ぐ
に
及
ぶ
大
著
で
あ
る
が
、
英
語

で
公
式
要
約
版
が
出
版
さ
れ
て
い
る

（末

尾
参
考
文
献
参
照
）
。
要
約
版
は
４０
で
な

の
で
簡
単
に
読
め
る
。
原
著
自
体
は
、
超

長
期
の
過
去
に
さ
か
の
ぼ

っ
た
考
証
的
な

成
果
が
評
価
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
ピ

ヶ
ッ
テ
ィ
の
経
済
格
差
拡
大
原
理
自
体
は

単
純
な
の
で
、
要
約
版
で
十
分
理
解
で
き

る
だ
ろ
う
。

ピ
ヶ
ッ
テ
ィ
の
中
核
的
な
命
題
は
次
の

よ
う
に
要
約
で
き
る
。

（ｌ
）
資
本

（資
産
）
の
リ
タ
ー
ン

（配

当
、
金
利
、
賃
料
な
ど
）
は
労
働
所
得
の

伸
び
率
を
長
期
的
に
上
回
る
の
で
、
所
得

と
富
の
格
差
は
税
制
な
ど
で
調
整
し
な
い

限
り
拡
大
が
続
く

（
こ
れ
を
ピ
ケ
ッ
テ
イ

の

「資
本
主
義
の
原
理
」
と
呼
ぶ
こ
と
に

す
る
）
。

（２
）
２０
世
紀
以
前
は
資
本
の
リ
タ
ー

ン

（特
に
税
引
き
後
の
リ
タ
ー
ン
）
と
経

済
成
長
に
よ
る
労
働
所
得
の
伸
び
率
の
ギ

ャ
ッ
プ
は
、
資
本
の
リ
タ
ー
ン
が
高
い
方

向
に
著
し
く
乖
離
し
て
い
た
が
、
２０
世
紀

は
そ
の
乖
離
は
縮
小
し
、
ほ
ぼ
解
消
し
た

時
代
だ

っ
た
。
し
か
し
２‐
世
紀
入
っ
て
、

そ
れ
は
再
び
拡
大
に
向
か
う
だ
ろ
う
。
経

龍
谷
大
学
経
済
学
部
教
授

竹
中
正
治

た
け
な
か
・
ま
さ
は
る
　
７９
年
東
大

経
卒
、東
京
三
菱
銀
行
（現
三
菱
東
京

Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
）為
替
資
金
部
次
長
、
調

査
部
次
長
、
ワ
シ
ン
ト
ン
駐
在
員
事

務
所
長
な
ど
を
経
て
、
０７
年
１
月
国

際
通
貨
研
究
所
チ
ー
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス

ト
ｏ
０９
年
４
月
か
ら
現
職
。
１２
年
京
都

大
学
博
士
（経
済
学
）。著
作
に
「稼
ぐ

経
済
学
災
光
文
社
）
、
「な
ぜ
人
は
市

場
に
踊
ら
さ
れ
る
の
か
？
穴
日
本
経

済
新
聞
出
版
社
）な
ど
。

済
が
低
成
長
で
あ
る
ほ
ど
こ
の
格
差
は
拡

大
す
る
力
が
働
く
。

第

一
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
例

え
ば
米
国
で
１
９
８
０
年
以
降
顕
著
に
見

ら
れ
る
所
得
の
格
差
拡
大
が
ピ
ケ
ッ
テ
イ

の

「資
本
主
義
の
原
理
」
で
説
明
で
き
る

わ
け
で
は
な
い
こ
と
だ
。
実
際
の
と
こ
ろ
、

「資
本
主
義
の
原
理
」
に
よ

っ
て
所
得
格

差
の
拡
大
が
起
こ
る
な
ら
ば
、
国
民
所
得

に
占
め
る
資
本
所
得
と
労
働
所
得
の
比
率

跡
、
資
本
所
得
比
率
の
増
加
の
方
向
に
超

勢
的
に
変
化
す
る
は
ず
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
８０
年
か
ら
２
０
０
０
年
代

初
頭
ま
で
の
米
国
の
資
本
所
得
比
率
は
お

お
む
ね
２０
～
２５
％
前
後
の
レ
ン
ジ
で
変
動
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し
て
お
り
、
趨
勢
的
な
上
昇
は
見
ら
れ
な

い
。
２
０
０
０
年
代
半
ば
以
降
は
同
比
率

の
上
昇
が
見
ら
れ
る
が
、
ま
だ
こ
れ
が
趨

勢
的
な
ト
レ
ン
ド
に
な
る
か
ど
う
か
は
分

か
ら
な
い

（な
お
、
日
本
の
資
本
所
得
比

率
に
つ
い
て
は
１
９
８
０
年
以
降
、
２５
％

前
後
か
ら
３０
％
程
度
の
レ
ン
ジ
で
変
動
し

て
お
り
、
趨
勢
的
な
上
昇
ト
レ
ン
ド
は
見

ら
れ
な
い
）
。

だ
が
、
こ
の
期
間
に
米
国
の
所
得
分
配

の
顕
著
な
格
差
拡
大
が
進
ん
だ
。
例
え
ば
、

家
計
の
所
得
全
体
に
占
め
る
ト
ッ
プ
ー０
％

の
富
裕
層
の
シ
ェ
ア
は
、
８０
年
頃
に
は
３４

％
程
度
だ
っ
た
が
、
２
０
０
０
年
代
後
半

に
は
１０
づ
以
上
も
上
昇
し
４０
％
台
の
後
半

に
達
し
て
い
る
。
ま
た
、
ト
ッ
プ
ー
％
が

占
め
る
比
率
は
１０
％
前
後
か
ら
２０
％
以
上

に
上
昇
し
て
い
る
。

従

っ
て
ピ
ケ
ッ
テ
ィ
の

「資
本
主
義
の

原
理
」
以
外
の
要
因
が
過
去
３０
年
間
の
所

得
格
差
拡
大
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
に

な
る
。
こ
の
点
は
ピ
ケ
ッ
テ
ィ
自
身
も
承

知
し
て
い
る
こ
と
な
の
だ
が
、
本
書
を
読

ん
で
い
な
い
層
で
誤
解
さ
れ
て
い
る
よ
う

な
の
で
指
摘
し
て
お
こ
う
。

で
は
、
何
が
米
国
の
こ
の
時
期
の
所
得

拡
大
の
要
因
な
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は

連
邦
議
会
予
算
局

（Ｃ
Ｂ
Ｏ
）
の
詳
細
な

分
析
レ
ポ
ー
ト
が
あ
る

（末
尾
参
考
文
献

参
照
）
。
そ
れ
に
よ
る
と
７９
年
か
ら
０７
年

の
期
間
に
つ
い
て
、
所
得
拡
大
の
７０
％
は

労
働
所
得
の
格
差
拡
大
に
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
。

資
本
所
得
（除
く
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
）

も
所
得
格
差
拡
大
の
要
因
に
は
な

っ
て
い

る
が
、
家
計
の
総
所
得
に
占
め
る
そ
の
シ

ェ
ア
は
ピ
ー
ク
時
の
８‐
年
で
も
１４
％
で
あ

り
、
０７
年
に
は
１０
％
に
低
下
し
て
い
る
。

ま
た
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
の
同
比
率
は
７９

年
が
４
％
、
０７
年
が
８
％
で
あ
る
。

で
は
、
労
働
所
得
の
格
差
拡
大
要
因
は

何
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
様
々
な
調
査
研

究
が
あ
る
が
、
観
測
さ
れ
る
事
実
と
し
て

は
、
最
高
経
営
責
任
者

（Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
と
平

均
労
働
者
の
給
与
所
得
の
格
差
拡
大
、
高

ス
キ
ル
労
働
者
と
中
低
位
ス
キ
ル
労
働
者

の
給
与
所
得
格
差
の
拡
大
な
ど
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
前
者
は
政
治
的

・
経
営
組
織

論
的
な
文
脈
で
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、

後
者
は
経
済
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
や
技
術
革

新
、
つ
ま
り
資
本

（機
械
）
に
よ
る
労
働

の
代
替
の
文
脈
で
語
ら
れ
て
き
た
。

資

本

所

得

の
消

費

ピ
ケ
ッ
テ
ィ
の
命
題
で
も
う

一
点
注
意

が
必
要
な
の
は
、
資
本

（資
産
）
所
得
の

消
費
の
問
題
だ
。
資
本
所
得
は
配
当
や
利

息
、
賃
料
を
生
む
わ
け
だ
が
、
そ
れ
が
仮

に
６
％

（税
引
き
後
）
だ
と
し
よ
う
。　
一

方
、
労
働
所
得
の
伸
び
は
４
％
と
し
よ
う

（名
目
）
。
６
％
複
利
で
資
本
が
富
を
拡
大

し
て
い
く
こ
と
が
ピ
ケ
ッ
テ
ィ
の
議
論
で

は
想
定
さ
れ
、
当
然
そ
れ
は
労
働
所
得
の

複
利
４
％
の
伸
び
を
凌
駕
す
る
。
し
か

し
そ
れ
が
成
り
立

つ
た
め
に
は
、
資
本
所

得
が
消
費
さ
れ
ず
に
再
投
資
さ
れ
る
こ
と

が
前
提
に
な
る
。

し
か
し
、
資
本
所
得
に
つ
い
て
も
労
働

所
得
と
同
じ
よ
う
に
、
消
費
さ
れ
る
部
分

が
あ
る
。
従

っ
て
、
実
際
に
は
６
％
複
利

で
資
本
が
増
殖
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。

実
際
の
資
本
の
増
加
は
、
消
費
に
よ
っ
て

資
本
の
投
資
リ
タ
ー
ン
自
体
よ
り
も
か
な

り
低
い
も
の
に
な
る
は
ず
だ
。

ま
た
こ
の
点
で
、
ピ
ケ
ッ
テ
ィ
は
人
的

資
本
以
外
の
全
て
の
資
産
（含
む
不
動
産
）

を

「資
本
」
と
し
て
い
る
の
だ
が
、

マ
ク

ロ
的
に
大
き
な
比
率
を
占
め
る
資
本
は
住

宅
資
産
、
と
り
わ
け
そ
の
中
で
も
大
き
な

比
率
を
占
め
る
の
は
自
己
居
住
用
の
住
宅

資
産
だ
。
そ
れ
が
生
み
出
す
所
得

（帰
属

家
賃
）
は
１
０
０
％
消
費
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
あ
り
、
ピ
ケ
ッ
テ
ィ
の
議
論
の
穴
に

な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

最
後
に
、
ピ
ケ
ッ
テ
ィ
は
放

っ
て
お
け

ば
広
が
る
ば
か
り
の
所
得
再
分
配
の
た
め

の

「グ

ロ
ー
バ
ル
な
累
進
課
税
制
度
」
と

い
う
、
現
実
に
は
到
底
実
現
不
可
能
と
思

わ
れ
る
政
策
を
提
起
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

一
国
だ
け
で
課
税
す
れ
ば
、
富
裕
層

（特

に
超
富
裕
層
）
が
税
率
の
低
い
他
国

へ
逃

げ
て
し
ま
う
の
で
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
課
税

で
な
い
と
有
効
で
は
な
い
と
想
定
さ
れ
て

い
る
か
ら
だ
。

所

得

格

差

と
政

治

次
に
所
得
格
差
の
拡
大
と
政
治
の
関
係

に
つ
い
て
、
米
国
に
お
け
る
左
右
の
議
論

を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。
こ
れ
に
関
す
る

ポ
ー
ル
・ク
ル
ー
ダ

マ
ン
の
主
張
は
、
「格

差
は

つ
く
ら
れ
た

（弓
Ｆ
①
Ｏ
ｏ
調
ｏ
いの
い
お

Ｒ

”
匡
σ
①
『”
】）
」
（早
川
董
房
、
２
０
０
８

年
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
ク
ル
ー
ダ

マ
ン
に
と
っ
て
米
国
の
現
代
政
治
史
上
の

最
大
の
謎
は
、
共
和
党
の
政
策
が
富
裕
層

と
ビ
ッ
グ
ビ
ジ
ネ
ス
優
先
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
大
衆
的
な
支
持
を
、
し
か
も
富
裕
で

も
な
ん
で
も
な
い
層
の
支
持
ま
で
獲
得

ｏ

維
持
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
き
た
こ
と
だ
。

ま
ず
技
術
革
新
や
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
と
経
済
格
差
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

従
来
は
ク
ル
ー
ダ

マ
ン
も

「技
術
革
新
＆

グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
↓
所
得
格
差
拡

大
」
と
い
う
因
果
関
係
を
あ
る
程
度
受
け

入
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
実
は
逆
で
は

な
い
か
と
考
え
る
に
至

っ
た
と
い
う
。

つ
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ま
り
、
共
和
党
が
よ
り
先
鋭
に
保
守
化
し

た
結
果
生
じ
た

「党
派
主
義
と
い
う
政
治

的
な
変
化
こ
そ
が
経
済
的
な
不
平
等
と
格

差
の
大
き
な
要
因
な
の
で
は
な
い
か
穴
同

書
１０
弯
）

そ
の
結
果
実
現
し
た
政
策
が
、
例
え
ば

８０
年
代
の
レ
ー
ガ
ン
政
権
や
２
０
０
０
年

代
の
ブ

ッ
シ
ュ
政
権
に
よ
る
富
裕
層
優
遇

の
大
減
税
や
所
得
税
の
累
進
税
率
の
フ
ラ

ッ
ト
化

（あ
る
い
は
事
実
上
の
逆
転
）
で

あ
る
。
そ
し
て
、
富
裕
層
と
ビ
ッ
グ
ビ
ジ

ネ
ス
優
先
の
政
策
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
共

和
党
が
米
国
の
大
衆
的
支
持
、
富
裕
で
も

な
い
草
の
根
保
守
層
の
支
持
を
維
持
し
て

こ
ら
れ
た
理
由
を
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め

フムυ。戦
後
か
ら
１
９
７
０
年
ご
ろ
ま
で
は
、

経
済
的
な
成
長
と
格
差
の
縮
小
、
あ
る
い

は
少
な
く
と
も
成
長
の
比
較
的
平
等
な
分

配
が
実
現
し
た
が
、
８０
年
代
は
レ
ー
ガ
ン

政
権
の
下
で
、
所
得
格
差
の
拡
大
が
急
速

に
進
み
始
め
た
時
期
だ
。
と
こ
ろ
が
同
時

に
、
こ
の
時
期
は
保
守
派
ム
ー
ブ
メ
ン
ト

が
大
い
に
強
ま
っ
た
時
期
で
も
あ
る
。

『
保
守
派
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
』
は
、　
一
般

大
衆
の
感
情
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
２
つ
の
こ

と
を
見
出
し
、
広
い
大
衆
支
持
基
盤
を
掘

り
起
こ
す
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
２
つ
と
は
自
人
の
黒
人
解
放
運
動
に

対
す
る
反
発
と
、
共
産
主
義
に
対
す
る
被

害
妄
想
で
あ

っ
た
。
」
（８２
否
）

要
す
る
に
共
和
党
は
、
こ
の
二
つ
の
大

衆
的
な
情
念
を
巧
み
に
利
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
そ
の
反
大
衆
的
な
経
済
政
策
か
ら

大
衆
有
権
者
の
目
を
そ
ら
す
こ
と
に
成
功

し
た
の
だ
と
い
う
。
こ
の
主
張
は
、
同
書

の
９
章
で
さ
ら
に
詳
述
さ
れ
る
の
で
あ
る

が
、
私
は
十
分
に
合
点
が
い
か
な
い
。

例
え
ば
、
黒
人
の
公
民
権
運
動
が
勃
興

し
た
１
９
６
０
年
代
に
は
、
人
種
差
別
的

な
感
覚
か
ら
そ
れ
に
反
発
す
る
白
人
層
が

低
所
得
者
層
に
も
広
が
っ
た
。
し
か
し
、

民
主
党
は
公
民
権
運
動
を
支
持
す
る
リ
ベ

ラ
ル
な
立
場
を
と
っ
た
。
南
部
の
諸
州
は

伝
統
的
に
は
民
主
党
の
支
持
基
盤
が
強
い

地
域
だ

っ
た
が
、
こ
れ
を
機
に
南
部

の

中

・
低
所
得
層
の
自
人

（従
来
の
民
主
党

の
支
持
層
）
が
、
公
民
権
運
動
に
寛
容
で

は
な
い
共
和
党
の
支
持
に
転
換
す
る
と
い

う
政
治
的
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
た
。
こ

れ
は
米
国
政
治
史
の
常
識
だ
。

し
か
し
私
は
思
う
の
だ
が
、
そ
の
変
化

の
イ
ン
パ
ク
ト
は
６０
年
代
が
ピ
ー
ク
で
あ

り
、
７０
年
代
ま
で
影
響
が
持
続
し
た
と
し

て
も
、
８０
年
代
以
降
の
今
日
ま
で
保
守
派

の
政
治
的
な
武
器
と
し
て
強
い
効
果
を
発

揮
し
て
い
る
と
考
え
る
の
は
、
か
な
り
無

理
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
に
し

ろ
、
今
や
黒
人
が
大
統
領
に
な
っ
た
時
代

な
の
で
あ
る
。

も
う

一
つ
の

「共
産
主
義
に
対
す
る
被

害
妄
想
」
に
つ
い
て
は
、
８０
年
代
に
は
レ

ー
ガ
ン
大
統
領
が
ソ
連
を

「悪
の
帝
国
」

と
呼
び
、
「
ソ
連
を
圧
倒
す
る
軍
事
力
を

築
く
」
と
い
う
扇
動
が
大
衆
に
も
あ
る
程

度
の
効
果
を
持

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し

か
し
ソ
連
は
９‐
年
に
は
崩
壊
し
、
米
国
を

脅
か
す
超
大
国
で
は
な
く
な

っ
て
し
ま
っ

た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
２
０
１
０
年
代

の
今
日
ま
で
共
和
党
が
大
衆
的
な
支
持
基

盤
を
維
持
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
ク
ル

ー
ダ

マ
ン
の
説
で
は
上
手
く
説
明
で
き
な

い
だ
ろ
う
。

ク
ル
ー
ダ

マ
ン
が
志
向
す
る
の
は
ミ
ド

ル
ク
ラ
ス
社
会

へ
の
回
帰
で
あ
る
。
そ
の

観
点
か
ら
、
経
済
格
差
の
拡
大
、
ミ
ド
ル

ク
ラ
ス
の
解
体
と
二
極
化
は
、
自
由
な
米

国
社
会
の
優
位
点
で
あ
る
「機
会
の
平
等
」

を
損
な
い
、
民
主
主
義
的
な
政
体
の
基
盤

す
ら
掘
り
崩
す
危
機

へ
の
道
だ
と
し
て
警

鐘
を
鳴
ら
す
。
こ
の
点
は
、
私
も
共
感
で

き
る
。

格
差
拡
大
が
も
た
ら
す
保
守
化

格
差
拡
大
と
政
治

・
社
会
の
関
係
に
関

し
て
、
ク
ル
ー
ダ
マ
ン
と
逆
の
主
張
を
し

て
い
る
の
が
タ
イ
ラ
ー

・
コ
ー
エ
ン
著
の

「
大

格

差

Ｓ
Ｉ

鋼

日３

蚕

ｙ

（Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
、
２
０
１
４
年
）
だ
。
本

書
の
主
た
る
内
容
は
、
情
報
技
術
革
命
、

と
り
わ
け
人
工
知
能
の
急
速
な
発
達
が
所

得
格
差
の

一
層
の
拡
大
を
も
た
ら
す
と
い

う
技
術
革
新
に
よ
る
経
済
格
差
論
だ
。

つ

ま
り
、
従
来
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー

・
ミ
ド

ル
ク
ラ
ス
の
仕
事
を
機
械
が
代
替
す
る
傾

向
が
進
む
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
の
ミ

ド
ル
ク
ラ
ス
は
、
低
賃
金
の
現
場
労
働
者

と
高
付
加
価
値
の
知
的
創
造
的
労
働
者
に

二
極
化
し
て
い
く
。

人
工
知
能
の
急
速
な
発
達
で
、
医
師
や

法
律
家
、
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
な
ど
の
業
務
領

域
も
、

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ナ
ル
な
業
務
か
ら

次
第
に
人
工
知
能
に
代
替
さ
れ
る
。
そ
う

し
た
技
術
環
境
の
中
で
、
優
位
に
立
ち
高

所
得
を
享
受
で
き
る
の
は
、
人
工
知
能
の

機
能
を
フ
ル
に
活
用
し
な
が
ら
そ
れ
と
協

業
で
き
る
業
務
ク
ラ
ス
の
人
材
で
あ
る
、

と
い
う
内
容
だ
。
こ
れ
は
近
年
で
は
目
新

し
い
説
で
は
な
い
。
同
分
野
の
関
連
書
籍

と
し
て
は
、
エ
リ
ク

・
ブ
リ
ニ
ョ
ル
フ
ソ

ン
、
ア
ン
ド
リ
ュ
ｌ

ｏ
マ
カ
フ
ィ
ー

「機

械

と

の

競

争

貧
”
お

お

き

∽島

Ｆ

〓
８
〓
邸
ｅ
」
（日
経
Ｂ
Ｐ
社
、
２
０
１
３

年
）
な
ど
が
あ
る
。

コ
ー
エ
ン
に
よ
る
と
、
前
述
し
た
技
術

革
新
の
波
は
、
お
そ
ら
く
人
口
の
１０
～
１５
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％
の
人
々
に
ま
す
ま
す
経
済
的
な
豊
か
さ

を
も
た
ら
し
、
そ
れ
以
外
の
人
々
の
所
得

は
頭
打
ち
、
あ
る
い
は
減
少
す
る
か
も
し

れ
な
い
と
い
う

（２
７
５
否
）
。

つ
ま
り
、

二
極
化
は
１
％
対
９９
％
で
は
な
く
、
１５
％

対
８５
％
だ
と
い
う
ｏ

ま
た
経
済
的
格
差
の
結
果
、
低
所
得
者

層
は
住
宅

コ
ス
ト
の
安
い
地
域

へ
移
動
す

る
。
米
国
は
も
と
も
と
所
得
階
層
に
よ
る

地
域
の
住
み
分
け
が
、
日
本
よ
り
も
ず

っ

と
進
ん
で
い
る
社
会
だ
が
、
そ
う
し
た
住

み
分
け
が
ま
す
ま
す
進
む
。

「所
得
の
２
極
化
が
進
み
、
多
く
の
高

齢
者
と
貧
困
層
が
家
賃
の
安
い
土
地
に
住

む
よ
う
に
な
る
未
来
。
そ
う
い
う
時
代
に
、

政
治
は
ど
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
か
？
」

（３
０
０
で
）

「
ア
メ
リ
カ
社
会
が
抗
議
活
動
に
引
き

裂
か
れ
、
こ
と
に
よ
る
と
政
治
的
暴
力
が

吹
き
荒
れ
る
と
予
測
す
る
論
者
も
多
い
。

し
か
し
私
の
見
方
は
違
う

（中
略
）
ア

メ
リ
カ
社
会
は
も

っ
と
保
守
的
に
な
る
と
、

私
は
予
想
し
て
い
る
。
政
治
的
に
保
守
的

に
な
り
、
変
化
を
好
ま
な
く
な
る
の
だ
」

（同
）
保
守
化
の
理
由
の
第

一
は
、
米
国
で
も

進
む
高
齢
化
だ
。
革
命
や
抗
議
運
動
は
血

気
盛
ん
な
若
い
世
代
が
や
る
こ
と
で
あ
り
、

高
齢
者
層
は
中

・
低
所
得
層
も
変
化
を
好

ま
な
い
保
守
的
な
傾
向
が
強
い
。
第
二
の

理
由
は
、
人
間
の
格
差
に
対
す
る
感
覚
は
、

同
じ
地
域
や
職
場
の
同
僚
な
ど
自
分
に
極

め
て
身
近
な
存
在
と
自
分
を
比
較
す
る
こ

と
か
ら
生
じ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
も
そ
も

中
位

・
下
位
所
得
の
大
衆
は
ス
ー
パ
ー
リ

ッ
チ
な
階
層
や
高
学
歴
イ
ン
テ
リ
の
富
裕

層
と
自
分
を
比
較
し
て
不
満
を
募
ら
せ
る

よ
う
な
こ
と
は
な
い
の
だ
と
い
う
。

「社
会
不
安
の
度
合
い
を
数
値
で
評
価

す
る
と
、
犯
罪
率
が

一
つ
の
指
標
に
な
る

が
、
米
国
の
犯
罪
率
は
過
去
数
十
年
間
に

わ
た
り
低
下
し
て
き
た
。
格
差
が
拡
大
し

た
か
ら
と
い
っ
て
、
米
国
の
よ
う
に
絶
対

水
準
が
豊
か
な
国
で
は
社
会
秩
序
が
悪
化
、

不
安
定
化
す
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
を
歴

史
が
語

っ
て
い
る
」
（３
０
２
ギ
）
。

実
際
、
戦
後
の
米
国
で
デ
モ
と
暴
動
の

嵐
が
吹
き
荒
れ
た
の
は
６０
～
７０
年
代
で
あ

り
、
所
得
格
差
が
縮
小
し
た
、
あ
る
い
は

経
済
成
長
の
成
果
が
比
較
的
平
等
に
分
配

さ
れ
た
と
リ
ベ
ラ
ル
派
が
み
る
時
代
で
は

な
い
か
と
い
う
。

「左
派
の
論
者

（ク
ル
ー
ダ

マ
ン
な
ど

の
リ
ベ
ラ
ル
派
を
想
定
し
て
い
る
、
筆
者

注
）
は
、
格
差
に
手
を
打
た
な
け
れ
ば
、

人
々
が
力
で
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る

だ
ろ
う
と
主
張
す
る
。
（中
略
）
こ
の
種

の
主
張
を
す
る
人
た
ち
は
、
そ
う
し
た
暴

力
の
影
を
利
用
し
て
み
ず
か
ら
の
主
張
に

力
を
も
た
せ
よ
う
と
し
て
い
る
穴
３
０
３

否
）「
ァ
メ
リ
カ
で
い
ま
保
守
主
義
の
力
が

最
も
強
い
の
は
、
所
得
水
準
と
教
育
水
準

が
最
も
低
く
、
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
労
働
者
の

割
合
が
最
も
多
く
、
経
済
状
況
が
最
も
厳

し
い
地
域
だ
」
（３
０
５
否
）

「
一
方
、
最
も
リ
ベ
ラ
ル
な
の
は
、
高

所
得
の
専
門
職
が
多
い
都
市
部
や
都
市
郊

外
の
住
宅
地
だ
」
（同
）

「低
所
得
層
は
２
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
る
。　
一
方
は
、
極
端
な
保
守
主
義
を

信
奉
す
る
人
た
ち
、
も
う

一
方
は
、
民
主

党
穏
健
派
が
支
持
す
る
社
会
福
祉
制
度
を

頼
り
に
す
る
人
た
ち
だ
」
（３
０
６
否
）

筆
者
自
身
は
こ
の
問
題
を
ど
う
考
え
る

か
と
い
う
と
、
健
全
な
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
を

分
解
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
ク
ル
ー

グ

マ
ン
の
信
条
に
は
惹
か
れ
る
。　
一
方
、

前
述
の
通
り
、
ク
ル
ー
ダ

マ
ン
の
説
明
に

は
無
理
を
感
じ
て
お
り
、
経
済
格
差
が
も

た
ら
す
社
会

ｏ
政
治
的
な
変
化
の
事
実
認

識
の
点
で
は
、

コ
ー
エ
ン
の
見
解
の
方
に

説
得
力
が
あ
る
と
思
う
。

結
語

今
年
Ｈ
月
の
米
国
の
中
間
選
挙
で
は
、

リ
ベ
ラ
ル
派
で
あ
る
民
主
党
が
保
守
の
共

和
党
に
対
し
て
予
想
以
上
の
大
差
で
負
け

た
。
所
得
や
富
の
格
差
拡
大
問
題
が
こ
れ

だ
け
盛
ん
に
問
題
と
し
て
議
論
さ
れ
て
い

る
状
況
が
、
リ
ベ
ラ
ル
派

（民
主
党
）
に

と
っ
て
順
風
、
保
守
派
に
と
っ
て
は
逆
風

と
し
て
働
い
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
の

は
な
ぜ
な
の
か
を
、
私
も
ず

っ
と
考
え
て

き
た
。
格
差
拡
大
問
題
は
リ
ベ
ラ
ル
派
に
と
っ

て
順
風
だ
っ
た
が
、
そ
れ
以
外
の
不
利
な

要
因
、
オ
バ
マ
大
統
領
の
不
人
気
な
ど
で

負
け
た
と
考
え
る
の
が
正
し
い
の
か
、
そ

れ
と
も
格
差
拡
大
問
題
は
実
は
リ
ベ
ラ
ル

派
に
と
っ
て
有
利
に
働
い
て
い
な
い
と
考

え
る
べ
き
な
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
前

述
の
Ｈ
月
に
参
加
し
た
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ

の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
会
合
で
、
当
地
の
政
治

の
専
門
家
か
ら
膝
を
打

つ
よ
う
な
回
答
が

あ

っ
た
の
で
、
最
後
に
そ
れ
を
書
き
添
え

て
お
こ
＞つ
。

同
氏
に
よ
る
と
、
「米
国
に
お
け
る
格

差
拡
大
問
題
は
、
地
球
温
暖
化
問
題

（地

球
気
候
変
動
問
題
）
と
同
じ
よ
う
な
も
の

で
、
イ
ン
テ
リ
層
や
政
策
レ
ベ
ル
で
は
さ

ん
ざ
ん
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、
中
下
位
の

所
得
層
の
大
衆
的
な
関
心
事
と
は
ほ
と
ん

ど
な

っ
て
い
な
い
」
と
い
う
も
の
だ

っ
た
。

こ
れ
は
前
述
の
コ
ー
エ
ン
の
見
解
と
共
通

す
る
も
の
だ
。

2014.12.4[木 ]金融財政ビジネス 第3種郵便物認可13



藤原作弥

仙台「芭蕉の辻iにて

内外の有名な音楽・オペラなどの芸術作品

をDVDや CDで刊行している「株式会社ジェ

ー・ピー」(JP)は、東京外大の先輩で日立

製作所OBの 中西俊作さんが興した会社。最

近好評の作品が松尾芭蕉の「おくのほそ道」で、

芭蕉が1689(元禄2)年曽良と共に陸奥行脚

した紀行文学の映像版である。

などとPR的に書き出したのは、さきに、

中西さんから頂戴 したこのDVDを 今でも

時々観賞し、芭蕉の世界に浸つているから。

同時平行的に、JR東海の車内誌「ひととき」

連載の「芭蕉の風景」 (小澤賞)や、新潮社
の読書雑誌「波」の連載「芭蕉という修羅」(嵐

山光二郎)を毎月愛読しているので、気が付

けば、いつの間にか日常生活の中に、芭蕉の

存在が見え隠れするようになっていた。

芭蕉といえば、「月日は百代の過客にして

…」の (漂泊〉と「夏草や兵どもが夢の跡」

の 〈不易流行〉の二つがその主な思潮だが、

作品自体は、旅行から戻った5年後に、かな

り推敲し、文学として昇華し、世に問うたも

の。実際の旅はどうだったのか。金森敦子著

「芭蕉はどんな旅をしたのか」 (晶文社)な ど

の専門書にある、同伴者・曽良の行動などか

らは、別の旅の実態がほの見えてくる。

特に嵐山光二郎の考察は、芭蕉が
｀
道の奥、

に残した足跡は、文学としての吟行よりも、

仙台藩に対する幕府のスパイとしての隠密活

動が本筋一という新説。仙台出身の私にとっ

ては誠に興味深い。スパイ稼業は「観察眼に

すく
゛
れた俳諧師ならではの任務で、曽良の調

査力と芭蕉の直観が合体すれば、情報の精度

が増す」と嵐山は推理。また芭蕉は、幕府か

ら命を受けた仙台藩の日光・東照宮工事の模

様も念入りに偵察している。

仙台では47白 5日、青葉城、亀岡八幡宮、

東照宮、格岡天満宮、薬師堂などを調査、次

に松島を経て訪れたのが石巻。北上川流域に

は治水と開拓によって新田や新港が築かれ、

穀倉地帯の産米を江戸へ送るインフラ施設を

視察した。それらの結果、芭蕉は、仙台藩に

は幕府への謀反の疑いはなし、との結論を出

した一という。

私が芭蕉の仙台滞在で強い関心を抱いたの

は、宿泊地が青葉城に通ずる大町と奥州街道

が交差する目抜き通りの国分町の大崎庄左衛

門方だつたこと。現在でもその辺は仙台の中

心地で、「芭蕉の辻」と呼ばれる。昔、仙台

のわが家の居間にも殷賑を極めた「芭蕉の辻」

の錦版画が掛けてあった。現在のその四つ角

は、日本銀行、七十七銀行、明治安田生命な

どの支店がある金融街の中心地である。

しかし、なぜ、その四つ角が「芭蕉の辻」

と言われるかを、先に仙台出張の際、現地で

調べてみると、元禄時代の芭蕉以前に、慶長

年間に伊達政宗のスパイとして全国を巡ちた

別の「芭蕉」という密偵の虚無僧が恩賞とし

て、四つ角の建物を政宗から賜つた一という

説を聞いた。それが松尾芭蕉スパイ説と混同

されたのだろうか ?それとも、いずれの芭
蕉もスパイだったのだろうか8

などと思案しながら、以前、副総裁時代に

何度か訪れた日銀仙台支店の前で暫し
｀
仙台

のウォール街、風景に見とれていた。
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ま
た
、
米
国
の
低
所
得
層
、
ボ
ト
ム
か

ら
２０
％
程
度
ま
で
は
、
現
代
社
会
で
基
本

的
に
ま
っ
と
う
な
仕
事
に
就
け
る
だ
け
の

基
礎
的
な
ス
キ
ル
が
欠
け
て
お
り
、
そ
れ

を
な
ん
と
か
改
善
し
な
い
限
り
、
救
え
そ

う
に
な
い
と
い
う
認
識
も
同
氏
は
披
歴
し

て
い
た
。
こ
の
点
は
保
守
、
リ
ベ
ラ
ル
双

方
に
と
っ
て
認
識
と
し
て
は
コ
ン
セ
ン
サ

ス
だ
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
対
応

に
つ
い
て
は
保
守
と
リ
ベ
ラ
ル
で
は
水
と

油
ほ
ど
の
違
い
が
生
じ
て
い
る
。
こ
れ
が

今
日
の
米
国
の
政
治
の
深
い
溝
と
な
っ
て

い
る
と
言
え
よ
う
。
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